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1 呉国城址小考（江村）
呉
国
城
址
小
考
│
│ 
遷
都
問
題
と
城
址
の
偏
在
性
に
つ
い
て 
│
│
江
　
村
　
知
　
朗
序
　
筆
者
は
先
に
、
先
秦
時
代
の
呉
国
の
遷
都
問
題
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し）1
（
、
遷
都
の
始
点
で
あ
る
最
初
期
の
呉
都
と
遷
都
経
路
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
有
力
視
さ
れ
て
き
た
説
を
以
下
の
よ
う
に
大
別
し
た
。
　
　
a
、『
史
記
』
巻
三
十
一
・
呉
太
伯
世
家
（
以
下
、
呉
世
家
と
略
す
）
正
義
に
依
拠
し
て
、
無
錫
梅
里
を
起
点
と
す
る
説）2
（
。
　
　
b
、
陝
西
・
江
漢
流
域
か
ら
次
第
に
東
遷
し
て
き
た
と
す
る
説）3
（
。
　
　
c
、
大
型
墓
葬
の
集
中
と
宜
侯
夨
簋
の
発
見
を
根
拠
に
、
寧
鎮
地
区
を
起
点
と
す
る
説）4
（
。
　
多
く
の
見
解
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
が
、
考
古
調
査
の
進
展
し
つ
つ
あ
る
現
在
で
は
、
c
説
が
最
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
　
　
d
、
蘇
北
か
ら
南
下
し
た
と
す
る
説）5
（
。
　
　
e
、
蘇
南
西
方
か
ら
東
方
に
遷
徙
し
た
と
す
る
説）6
（
。
と
い
っ
た
異
論
も
提
出
さ
れ
て
お
り
、い
ず
れ
の
説
が
妥
当
な
の
か
、
ま
だ
決
着
が
つ
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
残
念
な
が
ら
、
資
料
は
万
全
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
く
、
い
く
つ
か
の
城
址
の
調
査
結
果
と
地
方
志
の
記
載
を
手
掛
か
り
に
す
る
し
か
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
、
当
問
題
が
呉
国
史
・
呉
文
化
研
究
の
重
大
な
論
点
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
は
か
わ
り
が
な
い
。
で
は
、
考
古
調
査
は
日
々
進
展
し
て
い
る
と
は
い
え
、
資
料
状
況
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
な
か
で
、
a
〜
e
説
の
論
者
た
ち
は
ど
う
い
っ
た
城
址
を
対
象
と
し
て
如
何
な
る
根
拠
を
も
っ
て
、
自
説
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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2
　
実
の
と
こ
ろ
、
遷
都
問
題
を
考
え
る
う
え
で
は
、「
城
址
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
a
〜
c
説
に
お
い
て
は
、
ど
の
城
址
が
呉
都
で
あ
る
と
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
各
説
の
な
か
で
も
共
通
の
認
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
d
説
の
始
点
と
な
る
蘇
北
地
域
か
ら
は
、
揚
州
市
の
邗
城
を
除
け
ば
、
呉
都
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
な
城
址
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
e
説
で
は
、
ど
の
城
址
が
呉
都
で
あ
る
か
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
分
析
に
関
し
て
は
疑
問
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
　
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
都
城
探
索
の
鍵
で
あ
る
と
こ
ろ
の
城
址
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
と
り
あ
げ
る
各
城
址
に
関
し
て
は
、
従
来
、
様
々
な
論
文
や
書
籍
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
遷
都
問
題
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
を
見
直
し
、
所
在
地
・
年
代
・
規
模
と
い
っ
た
基
本
デ
ー
タ
を
揃
え
て
、
呉
国
城
址
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
把
握
を
試
み
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
各
城
址
の
分
布
状
況
に
は
一
定
の
偏
り
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
偏
り
が
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
呉
国
の
文
化
的
環
境
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
一　
呉
国
城
址
概
要
　
　
　
（
一
）
考
察
対
象
と
な
る
城
址
　
既
発
見
の
城
址
を
手
掛
か
り
と
し
て
遷
都
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
b
・
d
説
は
、
そ
の
始
点
と
な
る
城
址
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
遷
都
経
路
に
当
た
る
城
址
と
し
て
は
、
江
蘇
省
常
州
市
の
淹
城
と
、揚
州
市
の
邗
城
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
除
く
a
・
c
・
e
説
の
対
象
地
域
は
現
在
の
江
蘇
省
南
部
（
蘇
南
）
地
域
に
包
括
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
蘇
南
地
域
に
揚
州
市
を
加
え
た
地
域
に
あ
る
城
址
が
、
本
稿
の
考
察
対
象
と
な
る
。
　
当
地
域
の
城
址
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
国
文
物
地
図
集　
江
蘇
分
冊）7
（
』（
以
下
、『
江
蘇
分
冊
』
と
略
す
）
が
最
も
網
羅
的
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
呉
国
に
関
係
す
る
城
址
は
十
二
件
あ
る
。
こ
れ
ら
の
城
址
に
は
、
発
掘
調
査
を
経
た
も
の
と
未
だ
簡
単
な
調
査
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
デ
ー
タ
は
必
ず
し
も
詳
細
で
は
な
く
、
そ
の
う
え
個
々
の
城
址
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
事
柄
に
は
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
都
城
探
索
と
い
う
問
題
に
し
ぼ
っ
て
み
た
場
合
に
は
、
こ
こ
か
ら
一
定
の
情
報
を
引
出
し
得
る
と
考
え
る
。
　
そ
こ
で
、『
江
蘇
分
冊
』
を
も
と
に
、
さ
ら
に
『
江
蘇
分
冊
』
刊
行
以
降
の
調
査
報
告
か
ら
城
址
一
件
（
葛
城
遺
址
）
を
加
え
た）8
（
、
計
十
三
件
の
城
址
に
つ
い
て
整
理
し
た
の
が
、
三
頁
の
【『
江
蘇
分
冊
』
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呉
国
城
址
一
覧
表
：
附
葛
城
遺
址
】（
以
下
、「
一
覧
表
」
と
略
す
）
で
あ
る
。
一
覧
表
の
城
址
の
順
番
は
、『
江
蘇
分
冊
』
下
冊
の
載
録
順
に
従
い
、最
後
に
葛
城
遺
址
を
加
え
て
い
る
。
整
理
し
た
項
目
は
、
城
址
の
位
置
・
年
代
、
及
び
城
壁
の
規
模
（
長
さ
・
幅
・
高
さ
）
で
あ
る
。
　
な
お
、『
江
蘇
分
冊
』
に
は
、
一
覧
表
に
挙
げ
た
以
外
に
も
「
呉
王
避
暑
宮
」（
無
錫
市
濱
湖
区
馬
山
鎮
万
豊
村
内
閭
湾
底
）・「
余
城
」
（
江
陰
市
雲
亭
鎮
花
山
村
高
家
墩
）・「
広
陵
城
」（
揚
州
市
区
北
蜀
岡
上
）
と
い
っ
た
城
址
な
い
し
は
関
連
遺
址
が
存
在
す
る
が
、
呉
王
避
暑
宮
は
「
城
址
」
と
言
え
る
か
不
明
で
あ
る
う
え
、
さ
し
た
る
情
報
も
な
く
、
余
城
は
夏
末
か
ら
周
初
に
か
け
て
の
城
址
で
、
呉
国
と
の
関
係
が
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
広
陵
城
は
、
⑫
邗
城
と
同
じ
蜀
岡
に
位
置
し
、
そ
の
規
模
は
邗
城
よ
り
や
や
大
き
い
。
ま
た
、
最
下
層
の
文
化
堆
積
は
春
秋
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
城
壁
は
そ
の
後
（
〜
唐
代
）
の
築
城
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）9
（
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
【『
江
蘇
分
冊
』
呉
国
城
址
一
覧
表
：
附
葛
城
遺
址
】
№
城
址
名
称
所
在
地
年
代
子
城
規
模
内
城
規
模
外
城
規
模
①
固
城
遺
址
南
京
市
高
淳
県
固
城
鎮
東
新
建
村
春
秋
　
東
西
二
〇
〇
ｍ
・
南
北
一
二
〇
ｍ
東
西
一
〇
〇
〇
ｍ
・
南
北
八
〇
〇
ｍ
②
南
城
遺
址
南
京
市
高
淳
県
枒
渓
鎮
南
城
村
春
秋
　
　
周
長
六
〇
〇
ｍ
③
淹
城
遺
址
常
州
市
武
進
区
湖
塘
鎮
西
南
大
垻
行
政
村
区
域
内
春
秋（
二
七
〇
〇
年
前
）
周
長
四
五
七
ｍ
周
長
一
二
五
二
ｍ
周
長
二
五
八
〇
ｍ
④
闔
閭
城
遺
址
常
州
市
武
進
区
雪
堰
鎮
東
北
城
里
行
政
村
城
里
村
〜
無
錫
市
濱
湖
区
胡
埭
鎮
東
城
村
春
秋
（
Ｂ
Ｃ
五
一
四
）　　
　　
東
西
一
三
〇
〇
ｍ
・
南
北
八
〇
〇
ｍ
⑤
胥
城
城
址
常
州
市
武
進
区
湖
塘
鎮
東
華
行
政
村
上
店
自
然
村
東
一
五
〇
ｍ
春
秋
　
　
東
西
八
〇
ｍ
・
南
北
六
〇
ｍ
（
現
存
分
）
⑥
留
城
城
址
常
州
市
武
進
区
湖
塘
鎮
河
留
村
春
秋
　
　
周
長
五
〇
〇
ｍ
⑦
平
陵
城
址
常
州
市
溧
陽
市
南
渡
鎮
古
城
村
春
秋
（
Ｂ
Ｃ
五
三
八
〜
）
　
　
一
辺
五
〇
〇
ｍ
（
残
長
二
五
〇
ｍ
）
⑧
呉
城
遺
址
蘇
州
市
虎
丘
区
横
塘
街
道
石
湖
西
茶
磨
嶼
春
秋
　
　
東
西
一
〇
〇
〇
ｍ
（
北
壁
現
存
分
）
⑨
蘇
州
故
城
蘇
州
市
現
老
城
区
範
囲
漢
〜
清
　
　
東
西
三
三
〇
〇
ｍ
・
南
北
四
三
〇
〇
ｍ
⑩
呉
大
城
蘇
州
市
呉
中
区
胥
口
鎮
〜
木
瀆
鎮
一
帯
春
秋
西
壁
一
〇
〇
〇
ｍ
・
南
壁
一
二
〇
ｍ
・
東
壁
六
六
〇
〇
ｍ
西
壁
六
〇
〇
ｍ
・
南
壁
一
四
〇
〇
ｍ
・
東
壁
八
〇
〇
ｍ
・
北
壁
三
五
〇
ｍ
東
西
？
三
〇
〇
ｍ
・
西
壁
四
二
〇
ｍ
・
東
壁
九
〇
〇
ｍ
・
磨
盤
山
上
五
〇
〇
ｍ
（
全
て
現
存
分
）
⑪
武
城
城
址
昆
山
市
巴
城
鎮
西
北
潭
村
春
秋
（
闔
廬
築
城
）
子
城
有
り
内
城
有
り
面
積
四
〇
〇
〇
〇
〇
㎡
⑫
邗
城
城
址
揚
州
市
区
西
北
蜀
岡
南
沿
春
秋
　
東
西
一
一
〇
〇
ｍ
・
南
北
一
四
〇
〇
ｍ
東
西
一
四
〇
〇
ｍ
・
南
北
一
六
〇
〇
ｍ
⑬
葛
城
遺
址
丹
陽
市
珥
陵
鎮
祥
里
村
南
葛
城
組
西
周
中
〜
春
秋
晩
期
東
西
二
〇
〇
ｍ
・
南
北
一
五
〇
ｍ
　
　
4
上
記
三
つ
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
し
た
。
　
以
下
、
一
覧
表
の
項
目
ご
と
に
、
各
城
址
の
概
要
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
　
　
　
（
二
）
所
在
地
　
一
覧
表
の
「
所
在
地
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
城
址
の
分
布
に
は
一
定
の
偏
り
が
み
ら
れ
、
特
に
常
州
市
武
進
区
湖
塘
鎮
か
ら
無
錫
市
濱
湖
区
胡
埭
鎮
に
か
け
て
、
及
び
蘇
州
市
に
城
址
が
集
中
し
て
い
る
（【
地
図
1
】
参
照
）。
こ
の
偏
在
性
は
既
に
発
見
さ
れ
て
い
る
城
址
だ
け
を
対
象
に
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
先
秦
時
代
当
時
の
城
址
の
偏
在
性
そ
の
も
の
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
最
後
の
呉
都
が
置
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
蘇
州
の
重
要
性
は
い
う
に
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
常
州
市
武
進
区
の
一
帯
も
、
城
址
の
密
集
度
は
際
立
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
い
え
ば
、
こ
の
二
つ
の
地
点
が
、
あ
る
時
点
で
の
蘇
南
地
域
に
お
け
る
要
地
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
①
固
城
・
②
南
城
は
と
も
に
高
淳
県
に
位
置
し
、
溧
陽
市
に
あ
る
⑦
平
陵
城
も
こ
れ
と
や
や
離
れ
て
は
い
る
が
、『
江
蘇
分
冊
』
は
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
（
三
）
年
代
　
つ
づ
い
て
、
一
覧
表
の
「
年
代
」
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
ほ
と
【
地
図
1
】
太
　湖
長
江
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ん
ど
の
城
址
が
春
秋
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
春
秋
時
代
の
い
つ
頃
な
の
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
『
江
蘇
分
冊
』
が
⑨
蘇
州
故
城
を
漢
代
以
降
の
城
址
と
し
て
い
る
の
は
、
⑩
呉
大
城
こ
そ
が
呉
王
闔
廬
の
築
城
し
た
い
わ
ゆ
る
「
蘇
州
闔
閭
城
」
で
あ
る
、
と
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）10
（
。
⑨
蘇
州
故
城
と
⑩
呉
大
城
の
い
ず
れ
が
闔
閭
城
で
あ
る
か
は
呉
国
史
研
究
上
の
大
問
題
で
あ
り
、当
然
こ
こ
で
も
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
一
先
ず
保
留
し
た
い
（
九
頁
参
照
）。
そ
の
う
え
で
、
一
覧
表
の
城
址
を
相
対
的
な
年
代
順
に
並
べ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
表
（【
呉
国
城
址
年
代
】）
の
よ
う
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。
　
最
も
年
代
が
古
い
の
は
⑬
葛
城
で
あ
る
。
こ
の
城
址
は
二
〇
〇
五
年
に
発
見
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
発
掘
簡
報
が
公
表
さ
れ
た）11
（
。
そ
の
た
め
、『
江
蘇
分
冊
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
簡
報
に
よ
れ
ば
、
城
壁
は
三
度
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
て
お
り
、
始
建
年
代
は
西
周
中
期
で
、
そ
の
後
、
西
周
晩
期
〜
春
秋
早
期
・
春
秋
中
晩
期
に
改
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
　
こ
れ
に
次
い
で
古
い
の
は
、
春
秋
中
晩
期
の
①
固
城
・
②
南
城
・
⑦
平
陵
城
の
三
城
址
で
あ
る
。①
固
城
に
つ
い
て
は
、『
景
定
建
康
志
』
に
「
古
固
城
、
春
秋
時
呉
所
築
也
。」
と
あ
り
、『
江
蘇
分
冊
』
は
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
城
址
は
、
序
に
挙
げ
た
e
説
に
お
い
て
呉
王
諸
樊
か
ら
餘
眛
ま
で
の
都
城
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
張
敏
氏
は
、「
鳩
茲
（
安
徽
省
蕪
湖
県
）↓
固
城
（
高
淳
県
）↓
葛
城
（
丹
陽
市
・
春
秋
中
晩
期
）↓
無
錫
闔
閭
城
（
呉
城
）↓
姑
蘇
（
蘇
州
市
南
の
木
瀆
鎮
一
帯
・
夫
差
の
時
）」
と
い
う
遷
都
経
路
を
想
定
し
、『
春
秋
左
氏
伝
』（
以
下
、『
左
伝
』
と
略
す
）
昭
公
十
三
年
＝
呉
餘
眛
十
五
年
（
紀
元
前
五
二
九
年
）
に
あ
る
、
楚
人
が
「
固
城
を
圍
み
」・「
城
い
て
之
に
居
」
し
た
と
い
う
記
事
と
、『
嘉
靖
高
淳
県
志
』
巻
之
三
所
引
『
滕
公
廟
記
』
の
「
楚
霊
王
与
呉
戦
、
呉
軍
不
利
、
遂
陥
此
城
、
…
宮
殿
烟
焰
、逾
月
不
滅
」
と
い
う
記
事
を
も
と
に
、①
固
城
が
呉
都
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る）12
（
。
張
氏
の
説
に
従
う
な
ら
ば
、『
景
定
建
康
志
』
の
い
う
固
城
築
城
は
、
呉
世
家
正
義
や
『
世
本
』
居
篇
に
遷
都
の
事
績
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
諸
樊
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る）13
（
。
し
か
し
、『
左
伝
』
の
「
固
城
」
が
高
淳
県
の
固
城
で
あ
り
、『
滕
公
廟
記
』
の
「
宮
殿
」
が
呉
都
の
宮
殿
で
あ
る
と
す
る
張
氏
の
解
釈
は
、
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
通
り
、
疑
問
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い）14
（
。
【
呉
国
城
址
年
代
】
年
代
城
址
西
周
中
期
（
〜
春
秋
晩
期
）
⑬
葛
城
春
秋
中
晩
期
①
固
城
・
②
南
城
・
⑦
平
陵
城
闔
廬
Ⅰ
期
（
春
秋
晩
期
・
蘇
州
遷
都
以
前
）
③
淹
城
・
④
無
錫
闔
閭
城
・
⑤
胥
城
⑥
留
城
闔
廬
Ⅱ
期
（
紀
元
前
五
一
四
年
？
〜
）
⑨
蘇
州
故
城
・
⑩
呉
大
城
・
⑪
武
城
夫
差
期
⑧
呉
城
・
⑫
邗
城
6
従
っ
て
、
③
固
城
の
築
城
年
代
が
諸
樊
の
時
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
ま
た
、『
江
蘇
分
冊
』
と
張
氏
は
、
光
緒
『
溧
陽
県
志
』
の
記
載
に
基
づ
い
て
、周
景
王
七
年
（
紀
元
前
五
三
八
年
）
に
楚
が
呉
を
伐
っ
て
瀬
（
瀬
渚
邑
＝
固
城
）
を
滅
ぼ
し
、
呉
が
そ
の
邑
を
陵
平
山
に
遷
し
て
陵
平
と
名
付
け
、
十
六
年
に
楚
が
呉
を
破
っ
て
こ
れ
を
取
り
、
平
陵
と
改
名
し
た
と
し
て
、
⑦
平
陵
城
を
周
景
王
七
年
の
始
建
と
し
て
い
る
。
張
氏
は
さ
ら
に
、『
左
伝
』
昭
公
四
年
の
該
当
記
事
に
あ
る
「
滅
頼
」
の
「
頼
」
を
「
瀬
（
瀬
渚
邑
）」
の
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る）15
（
。
し
か
し
、『
左
伝
』
に
は
「
頼
子
」
の
降
伏
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
瀬
」
と
「
頼
」
を
同
一
視
す
る
べ
き
で
は
な
い）16
（
。
こ
の
「
呉
の
瀬
渚
邑
↓
陵
平
県
↓
楚
の
平
陵
県
」
と
い
う
変
遷
は
前
出
の
『
滕
公
廟
記
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
た
だ
し
、『
左
伝
』
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
周
景
王
七
年
に
滅
ん
だ
の
は「
頼
」で
あ
っ
て「
瀬
」で
は
な
く
、「
瀬
」
の
陥
落
と
陵
平
（
後
の
平
陵
）
の
始
建
を
こ
の
年
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
①
固
城
・
⑦
平
陵
城
を
春
秋
中
晩
期
の
城
址
と
す
る
根
拠
は
、
は
る
か
後
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
方
志
で
あ
り
、
そ
の
年
代
比
定
が
正
し
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
も
、や
は
り
こ
れ
ら
を
春
秋
中
晩
期
の
城
址
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
城
址
が
位
置
す
る
一
帯
の
地
域
は
、
呉
王
寿
夢
以
来
、呉
・
楚
境
界
の
紛
争
地
帯
で
あ
り
、『
溧
陽
県
志
』
や
『
滕
公
廟
記
』
の
記
載
す
る
よ
う
な
状
況
は 
│
│ 
記
事
が
全
て
正
し
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も 
│
│ 
十
分
に
あ
り
得
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
左
伝
』
襄
公
三
年
＝
寿
夢
十
六
年
（
紀
元
前
五
七
〇
年
）
に
は
、
三
年
春
、
楚
子
重
伐
呉
、
爲
簡
之
師
。
克
鳩
茲
、
至
于
衡
山
。
使
鄧
廖
帥
組
甲
三
百
・
被
練
三
千
、
以
侵
呉
。
呉
人
要
而
擊
之
、
獲
鄧
廖
。
其
能
免
者
、
組
甲
八
十
・
被
練
三
百
而
已
。
子
重
歸
、
既
飲
至
三
日
、
呉
人
伐
楚
、
取
駕
。
と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
清
・
王
掞
『
欽
定
春
秋
伝
説
彙
纂
』
で
は
、
呉
・
楚
の
境
界
争
い
が
こ
れ
よ
り
始
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
に
登
場
す
る
呉
の
「
鳩
茲
」
は
、今
の
安
徽
省
蕪
湖
市
東
南
に
あ
り）17
（
、「
鳩
茲
」
か
ら
「
衡
山
」
を
越
え
て
①
固
城
ま
で
は
、
直
線
距
離
に
し
て
約
四
十
〜
五
十
㎞
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
①
固
城
・
②
南
城
の
城
邑
は
、
紛
争
の
激
化
し
た
諸
樊
・
餘
祭
・
餘
眛
期
当
時
の
状
況
下
に
お
い
て
、
防
衛
機
能
を
期
待
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る）18
（
。『
左
伝
』
か
ら
は
⑦
平
陵
城
の
始
建
年
代
・
理
由
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
が
①
固
城
・
②
南
城
の
後
背
地
域
に
位
置
す
る
こ
と
は
、
三
城
址
の
関
連
性
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
①
固
城
・
②
南
城
・
⑦
平
陵
城
を
お
お
よ
そ
同
時
代
に
比
定
し
、
同
様
の
機
能
を
期
待
さ
れ
た
城
址
と
み
な
し
て
お
く
。
　
次
に
、
闔
廬
Ⅰ
・
Ⅱ
期
と
い
う
年
代
に
区
分
し
た
城
址
に
つ
い
て
7 呉国城址小考（江村）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
全
て
が
闔
廬
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
Ⅱ
期
の
⑨
蘇
州
故
城
・
⑩
呉
大
城
・
⑪
武
城
は
、
闔
廬
が
蘇
州
に
遷
都
し
た
後
の
城
址
で
あ
り
、
全
て
太
湖
東
部
の
蘇
州
市
か
ら
昆
山
市
に
か
け
て
の
地
域
に
位
置
す
る
。そ
れ
に
対
し
て
、
Ⅰ
期
の
③
淹
城
・
④
闔
閭
城
・
⑤
胥
城
・
⑥
留
城
は
、
全
て
太
湖
北
部
の
常
州
市
武
進
区
（
〜
無
錫
市
濱
湖
区
）
に
位
置
し
、
春
秋
晩
期
な
い
し
は
蘇
州
遷
都
以
前
の
闔
廬
期
に
築
城
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
城
址
で
あ
る
。
　
③
淹
城
の
年
代
は
、
炭
素
十
四
年
代
測
定
に
よ
っ
て
二
七
〇
〇
年
前
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
春
秋
初
期
頃
に
築
城
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
内
城
河
か
ら
発
見
さ
れ
た
二
つ
の
独
木
舟
は
、
一
つ
は
二
八
〇
〇
±
一
五
〇
年
前
、
も
う
一
つ
は
二
八
七
五
±
九
〇
年
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。仮
に
、こ
れ
に
従
っ
て
始
建
年
代
を
引
き
上
げ
た
場
合
、
そ
の
年
代
は
最
も
早
く
て
二
九
六
五
年
前
頃
と
な
り
、
⑬
葛
城
に
匹
敵
す
る
古
さ
と
な
る
が
、
独
木
舟
と
城
壁
の
年
代
を
同
一
視
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
始
建
年
代
は
当
地
域
の
な
か
で
も
一
・
二
を
争
う
古
さ
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
闔
廬
Ⅰ
期
に
分
類
し
た
の
は
、
呉
国
城
址
と
し
て
み
た
場
合
の
確
実
性
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
る
。『
江
蘇
分
冊
』
が
依
拠
し
て
い
る
の
は
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
四
期
掲
載
の
報
告
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
調
査
を
ふ
ま
え
た
研
究
で
は
、
③
淹
城
の
年
代
を
春
秋
晩
期
に
比
定
す
る
説
や
、
西
周
期
始
建
の
後
に
春
秋
晩
期
に
増
築
さ
れ
た
と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る）19
（
。
ま
た
、
こ
の
城
址
の
始
建
者
が
誰
で
あ
る
か
に
は
議
論
が
あ
り
、
必
ず
し
も
呉
王
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
き
れ
な
い）20
（
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
確
実
に
呉
国
の
城
址
と
し
て
の
建
築
（
あ
る
い
は
増
築
）
と
い
え
る
春
秋
晩
期
を
そ
の
年
代
と
し
、
闔
廬
Ⅰ
期
に
分
類
し
て
お
く
。
　
こ
れ
に
加
え
て
、
同
じ
く
常
州
市
武
進
区
に
あ
っ
て
③
淹
城
と
甚
だ
近
く
に
位
置
し
、
関
連
性
を
も
つ
城
址
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑤
胥
城
と
⑥
留
城
も
、こ
の
時
期
に
分
類
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
⑥
留
城
か
ら
は
、
③
淹
城
と
同
様
、
春
秋
晩
期
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る）21
（
。
　
④
闔
閭
城
に
つ
い
て
は
、『
江
蘇
分
冊
』
は
『
光
緒
武
進
陽
湖
県
志
』
に
拠
り
、
周
敬
王
六
年
＝
闔
廬
元
年
（
紀
元
前
五
一
四
年
）、
闔
廬
が
楚
を
伐
っ
て
帰
還
し
た
際
に
築
城
し
、
⑤
胥
城
も
そ
の
際
に
、
伍
子
胥
が
屯
兵
の
た
め
に
築
城
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。『
江
蘇
分
冊
』
の
記
載
内
容
を
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
に
、
そ
の
典
拠
は
、
『
呉
地
記
』
佚
文
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
闔
閭
城
、
周
敬
王
六
年
、
伍
員
伐
楚
還
、
運
潤
州
利
湖
土
築
之
、
不
足
、
又
取
黄
瀆
土
、
爲
大
小
二
城
。
闔
閭
伐
楚
還
、
取
以
爲
號
。
子
城
在
無
錫
富
安
郷
、
地
名
閭
江
。
大
城
在
陽
湖
界
十
六
都
八
圖
。
と
い
う
よ
う
に
、
周
敬
王
六
年
に
、
楚
を
伐
っ
て
帰
還
し
た
伍
子
胥
8
が
築
城
し
、
闔
廬
が
楚
を
伐
っ
て
帰
還
し
た
際
に
、
こ
れ
を
記
念
し
て
「
闔
閭
城
」
と
名
付
け
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
不
可
解
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
潤
州
（
現
在
の
鎮
江
）
か
ら
土
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
な
く
、
こ
の
伝
承
は
信
憑
性
に
欠
け
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い）22
（
。
ま
た
、
現
行
本
『
呉
地
記
』
に
も
、
闔
閭
城
、
周
敬
王
六
年
、
伍
子
胥
築
。
大
城
周
迴
四
十
二
里
三
十
歩
。
小
城
八
里
二
百
六
十
歩
。
…
…
閶
門
、
亦
號
破
楚
門
、
呉
伐
楚
、
大
軍
從
此
門
出
。
…
…
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
が
④
闔
閭
城
で
は
な
く
蘇
州
闔
閭
城（
五
頁
上
段
）
の
築
城
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
行
本
の
闔
閭
城
が
蘇
州
闔
閭
城
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
従
来
の
常
識
的
解
釈
で
あ
る
と
と
も
に
、こ
こ
に
記
さ
れ
る
大
城
の
規
模
と
、
④
闔
閭
城
の
規
模
と
の
間
に
格
段
の
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る）23
（
。
こ
の
二
つ
の
伝
承
を
見
比
べ
て
み
る
と
、「
周
敬
王
六
年
に
伍
子
胥
が
築
城
し
た
」
と
い
う
点
は
佚
文
・
現
行
本
に
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
も
と
も
と
は
同
一
の
伝
承
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
佚
文
で
は
「
闔
閭
が
楚
を
伐
っ
て
帰
還
し
た
」
こ
と
に
因
ん
で
闔
閭
城
と
命
名
し
た
と
い
い
、
現
行
本
で
は
「
楚
を
伐
」
っ
た
際
に
閶
門
＝
破
楚
門
か
ら
出
陣
し
た
と
い
う
が
、こ
こ
に
記
さ
れ
る「
伐
楚
」
は
、
城
名
あ
る
い
は
城
門
名
の
由
来
と
な
る
ほ
ど
の
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
『
左
伝
』
定
公
四
年
＝
闔
廬
九
年
（
紀
元
前
五
〇
六
年
）
に
記
さ
れ
る
楚
郢
都
攻
略
（
翌
年
帰
還
）
を
指
す
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
共
通
点
を
も
つ
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
あ
る
時
点
で
佚
文
と
現
行
本
の
伝
承
に
分
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
周
敬
王
六
年
＝
闔
廬
元
年
（
紀
元
前
五
一
四
年
）
と
い
う
築
城
年
代
を
、
無
錫
と
蘇
州
の
ふ
た
つ
の
闔
閭
城
に
当
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、こ
れ
が
ど
ち
ら
の
年
代
を
指
す
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
蘇
州
闔
閭
城
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
佚
文
に
基
づ
い
て
④
闔
閭
城
の
始
建
年
代
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
考
古
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
限
り
で
い
え
ば
、
④
闔
閭
城
の
年
代
は
春
秋
中
期
よ
り
遅
く
、
東
西
二
つ
の
小
城
の
う
ち
西
城
の
建
築
遺
址
と
城
壁
の
年
代
は
春
秋
晩
期
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う）24
（
。
従
っ
て
、
闔
廬
元
年
の
始
建
で
は
な
い
と
し
て
も
、
闔
廬
期
の
城
址
の
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
、
蘇
州
市
・
昆
山
市
所
在
城
址
と
区
別
し
て
、
④
闔
閭
城
を
「
闔
廬
Ⅰ
期
（
春
秋
晩
期
・
蘇
州
遷
都
以
前
）」
と
し
て
分
類
し
て
お
く
。
　
上
記
の
四
城
址
に
対
し
て
、闔
廬
Ⅱ
期
（
紀
元
前
五
一
四
年
？
〜
）
の
⑨
蘇
州
故
城
・
⑩
呉
大
城
・
⑪
武
城
は
、
闔
廬
に
よ
る
蘇
州
遷
都
後
の
城
址
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、『
江
蘇
分
冊
』
は
⑨
蘇
州
故
城
を
漢
代
始
建
と
し
て
お
り
、
蘇
州
市
呉
中
区
胥
口
鎮
〜
木
瀆
鎮
一
帯
の
⑩
呉
大
城
（
霊
岩
古
城
）
を
「
新
呉
王
闔
閭
城
」
と
し
て
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い
る
。
　
蘇
州
闔
閭
城
の
始
建
年
代
に
つ
い
て
は
、前
出
の
『
呉
地
記
』（
現
行
本
）、
あ
る
い
は
『
呉
越
春
秋
』
闔
閭
内
伝
に
依
拠
し
て
、
周
敬
王
六
年
＝
闔
廬
元
年
（
紀
元
前
五
一
四
年
）
と
す
る
説
が
通
行
し
て
い
る
。し
か
し
、谷
口
満
氏
は
、「
国
都
城
壁
の
始
建
と
い
っ
た
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
治
績
を
闔
廬
の
よ
う
な
著
名
人
物
に
仮
託
す
る
の
は
、
先
秦
・
秦
漢
伝
承
形
成
の
際
に
み
ら
れ
る
常
套
手
段
で
あ
っ
て
、
実
際
の
始
建
は
も
っ
と
時
代
の
さ
が
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
左
伝
』
哀
公
十
一
年
＝
夫
差
十
二
年
（
紀
元
前
四
八
四
年
）
に
み
え
る
呉
軍
の
将
「
胥
門
巣
」
の
名
か
ら
、
夫
差
十
二
年
以
前
に
蘇
州
闔
閭
城
の
大
城
西
門
の
ひ
と
つ
「
胥
門
」
が
既
に
実
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
し
て
、
始
建
年
代
を
夫
差
の
父
で
あ
る
闔
廬
の
時
代
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
是
と
し
て
い
る）25
（
。
つ
ま
り
、
蘇
州
闔
閭
城
の
始
建
年
代
は
、
闔
廬
の
在
位
期
間
中
（
紀
元
前
五
一
四
〜
四
九
六
年
）
で
あ
る
が
、
元
年
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
掲
の
年
代
表
に
お
い
て
、「（
紀
元
前
五
一
四
年
？
〜
）」
と
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
附
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。
　
で
は
、
考
古
学
的
に
み
た
場
合
に
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
⑨
蘇
州
故
城
城
内
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
物
は
、
春
秋
時
代
の
も
の
も
あ
る
と
は
い
え
、
漢
代
以
降
の
遺
物
が
圧
倒
的
に
多
く
、
城
壁
の
調
査
結
果
か
ら
も
漢
代
以
降
の
築
城
と
み
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
⑩
呉
大
城
は
、春
秋
時
代
の
遺
物
が
出
土
す
る
と
と
も
に
、「
新
呉
王
闔
閭
城
」
と
称
す
る
に
相
応
し
い
広
大
な
範
囲
を
囲
む
城
壁
が
発
見
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
江
蘇
分
冊
』
に
従
っ
て
こ
れ
を
蘇
州
闔
閭
城
と
み
な
し
た
く
な
る
が
、
そ
の
構
造
・
布
局
に
つ
い
て
は
文
献
史
料
と
の
対
照
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
考
古
調
査
の
さ
ら
な
る
進
展
も
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
の
考
察
を
行
わ
ず
、
⑨
蘇
州
故
城
と
⑩
呉
大
城
の
両
方
を
と
り
あ
げ
て
お
く
。
　
な
お
、⑪
武
城
に
つ
い
て
は
、『
越
絶
書
』
外
伝
記
呉
地
伝
に
、「
婁
北
武
城
、
闔
廬
所
以
候
外
越
也
、
去
縣
三
十
里
。
今
爲
郷
也
。」
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、『
江
蘇
分
冊
』
も
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
　
最
後
に
と
り
あ
げ
る
の
は
夫
差
時
代
の
城
址
で
あ
る
。
⑫
邗
城
の
始
建
年
代
は
、『
左
伝
』
哀
公
九
年
＝
夫
差
十
年
に
、「
秋
、
呉
城
邗
、
溝
通
江
・
淮
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
紀
元
前
四
八
六
年
と
考
え
ら
れ
る
。
哀
公
十
三
年
＝
夫
差
十
四
年
（
紀
元
前
四
八
二
年
）、
夫
差
は
黄
池
の
会
で
牛
耳
を
争
っ
て
お
り
、
⑫
邗
城
は
北
方
進
出
へ
の
足
掛
か
り
で
あ
っ
た
。
⑧
呉
城
に
つ
い
て
は
、『
呉
郡
圖
經
續
記
』
に
、
魚
城
、
在
呉
縣
西
横
山
下
、
遺
址
尚
存
。
蓋
呉
王
控
越
之
地
、
宜
爲
呉
城
。
謂
之
魚
城
、
誤
也
。
横
山
之
旁
、
岡
勢
如
城
郭
状
、
今
猶
隱
隱
然
。
と
あ
り
、越
来
渓
を
は
さ
ん
で
「
越
城）26
（
」
と
対
峙
す
る
位
置
に
あ
る
。
「
控
越
」
は
、
呉
の
最
晩
期
に
お
い
て
継
続
し
た
越
と
の
戦
い
に
際
10
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、仮
に
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
⑧
呉
城
の
築
城
年
代
は
紀
元
前
四
八
二
年
か
ら
四
七
三
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
闔
廬
期
の
城
址
が
最
も
多
く
、
ま
た
、
先
に
み
た
所
在
地
と
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
各
年
代
で
築
城
さ
れ
た
地
域
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
西
周
中
期
に
は
太
湖
北
部
の
丹
陽
市
、
春
秋
中
晩
期
に
は
太
湖
西
部
の
南
京
市
高
淳
県
か
ら
溧
陽
市
に
か
け
て
の
地
域
、
闔
廬
Ⅰ
期
に
は
太
湖
北
部
の
常
州
市
武
進
区
（
〜
無
錫
市
）、
闔
廬
Ⅱ
期
に
は
太
湖
東
部
の
蘇
州
市
・
昆
山
市
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
が
分
か
れ
て
い
る
。
夫
差
期
の
二
つ
の
城
址
が
異
な
る
地
域
に
属
す
る
の
は
、
北
上
の
拠
点
形
成
と
対
越
防
御
の
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
例
外
と
す
る
と
、
各
城
址
の
年
代
と
分
布
は
密
接
な
関
連
性
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
（
四
）
規
模
　
つ
づ
い
て
、
城
址
の
規
模
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
が
、
本
稿
で
は
特
に
、
外
城
の
規
模
に
限
定
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
呉
国
遷
都
問
題
の
解
明
と
い
う
目
的
か
ら
い
え
ば
、
都
城
で
あ
る
か
否
か
を
判
別
す
る
う
え
で
は
、
宮
殿
遺
址
の
存
在
と
外
城
の
規
模
が
有
用
な
材
料
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。現
在
の
と
こ
ろ
、
確
実
に
宮
殿
址
で
あ
る
と
い
え
る
遺
跡
を
有
す
る
城
址
は
見
当
た
ら
ず
、
従
っ
て
、
外
城
の
規
模
こ
そ
が
最
も
有
用
な
材
料
に
な
る
。
　
た
だ
し
、
前
掲
一
覧
表
の
デ
ー
タ
は
、
一
見
し
て
わ
か
る
通
り
に
不
揃
い
で
あ
る
。
呉
国
城
址
に
は
、子
城
・
内
城
（
小
城
）・
外
城
（
大
城
）
の
「
三
城
三
河
」
構
造
を
も
つ
城
址
と
、
内
城
・
外
城
の
二
重
構
造
の
城
址
が
あ
る
が
、
三
城
な
い
し
二
城
の
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
一
城
の
デ
ー
タ
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
本
稿
の
考
察
に
お
い
て
は
、
外
城
の
規
模
さ
え
わ
か
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
一
城
の
デ
ー
タ
し
か
な
い
場
合
、
そ
れ
が
外
城
の
も
の
な
の
か
内
城
・
子
城
の
も
の
な
の
か
が
不
明
な
城
址
も
あ
る
。
そ
う
し
た
城
址
の
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
一
旦
、
外
城
の
規
模
と
し
て
整
理
し
、
本
文
中
で
個
別
に
検
証
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
一
城
の
み
の
城
址
の
う
ち
、
⑬
葛
城
に
つ
い
て
は
、
東
西
二
〇
〇
ｍ×
南
北
一
五
〇
ｍ
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
外
城
と
み
な
す
と
か
な
り
小
さ
い
城
址
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
発
掘
報
告
者
は
、
所
在
地
や
遺
跡
、
及
び
周
辺
の
関
連
遺
跡
な
ど
を
も
と
に
、
こ
の
城
址
が
都
城
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
る
と
、
報
告
者
は
こ
れ
を
小
城
な
い
し
は
子
城
と
考
え
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、上
記
の
数
値
を
外
城
の
規
模
に
当
て
は
め
て
も
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、
⑬
葛
城
に
つ
い
て
は
当
面
、
検
討
対
象
か
ら
除
外
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
　
規
模
の
整
理
と
比
較
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、『
江
蘇
分
冊
』
に
記
さ
れ
て
い
る
東
西
・
南
北
の
距
離
（
以
下
、「
東
西×
南
北
」
の
か
た
ち
で
記
す
）
を
基
本
と
し
た
が
、『
江
蘇
分
冊
』
が
距
離
で
は
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な
く
面
積
や
周
長
・
城
壁
の
辺
長
を
記
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
総
合
的
に
検
討
し
た）27
（
。
東
西×
南
北
の
距
離
を
基
本
と
す
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
記
載
方
式
が
最
も
多
い
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
計
算
し
て
も
精
確
な
規
模
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
お
お
よ
そ
の
規
模
を
把
握
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
詳
細
な
数
値
は
必
要
と
し
な
い
た
め
、
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、『
江
蘇
分
冊
』
以
外
の
報
告
・
論
文
等
に
よ
っ
て
修
正
を
加
え
て
い
る
た
め
、
数
値
は
前
掲
の
一
覧
表
と
異
な
る
も
の
も
あ
る
。上
記
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
外
城
の
規
模
が
大
き
い
も
の
か
ら
順
番
に
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
表
（【
外
城
規
模
】）
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
（
数
値
は
概
数
）。
　
〔
A
〕
は
最
大
ク
ラ
ス
の
規
模
を
も
つ
城
址
で
、
こ
れ
ら
の
規
模
は
列
国
の
国
都
の
規
模
に
該
当
す
る
。『
江
蘇
分
冊
』
が
記
す
⑩
呉
大
城
の
城
壁
の
長
さ
は
残
存
城
壁
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
全
体
的
な
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。備
考
に
あ
げ
て
い
る
鄔
嶺
・
張
照
根
両
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
四
面
城
壁
の
長
さ
は
お
お
よ
そ
、
北
壁
四
二
八
〇
ｍ
・
西
壁
三
六
五
〇
ｍ
・
南
壁
五
一
〇
〇
ｍ
・
東
壁
五
六
五
〇
ｍ
で
あ
る
と
い
い
、
こ
れ
は
先
秦
都
城
の
な
か
で
も
有
数
の
巨
大
城
址
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
城
址
は
、
太
湖
東
岸
の
山
麓
を
め
ぐ
る
不
規
則
な
形
状
を
成
し
て
お
り
、
東
西×
南
北
の
距
離
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
表
に
は
東
西
・
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
最
長
の
城
壁
を
提
示
し
た
。
⑨
蘇
州
故
城
は
、
⑩
呉
大
城
よ
り
は
小
さ
く
、
東
西
三
三
〇
〇
ｍ×
南
北
四
三
〇
〇
ｍ
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
列
国
の
都
城
と
同
等
以
上
の
規
模
で
あ
る）28
（
。
　
こ
れ
ら
の
次
に
規
模
が
大
き
い
グ
ル
ー
プ
は
、〔
B
〕
④
闔
閭
城
【
外
城
規
模
】
分
類
記
号
城
址
東
西
×
南
北
（
あ
る
い
は
周
長
・
面
積
）
備
考
Ａ
⑩
呉
大
城
五
一
〇
〇
ｍ×
五
六
五
〇
ｍ
（
形
状
が
極
め
て
複
雑
で
あ
る
た
め
、
最
長
の
城
壁
の
長
さ
に
よ
る
）
鄔
嶺
・
張
照
根
「
試
論
春
秋
時
期
呉
国
都
城
的
規
劃
理
念
」（『
規
劃
師
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
）
参
照
。
⑨
蘇
州
故
城
三
三
〇
〇
ｍ×
四
三
〇
〇
ｍ
　
Ｂ
④
闔
閭
城
二
一
〇
〇
ｍ×
一
四
〇
〇
ｍ
注
（
24
）
所
引
張
敏
論
文
参
照
。
⑫
邗
城
一
四
〇
〇
ｍ×
一
六
〇
〇
ｍ
　
Ｃ
⑧
呉
城
一
〇
〇
〇
ｍ
（
北
壁
残
存
分
）
　
③
淹
城
八
五
〇
ｍ×
七
五
〇
ｍ
／
周
長
二
五
八
〇
ｍ
　
①
固
城
一
〇
〇
〇
ｍ
？×
六
〇
〇
ｍ
『
江
蘇
分
冊
』
で
は
一
〇
〇
〇
ｍ×
八
〇
〇
ｍ
と
す
る
が
、
注
（
18
）
所
引
濮
陽
康
京
論
文
で
は
一
四
五
〇
ｍ
×
六
〇
〇
ｍ
と
し
た
う
え
で
、
子
城
よ
り
東
側
は
漢
代
の
遺
址
で
あ
る
と
す
る
。
上
記
の
数
値
は
、
濮
陽
論
文
を
も
と
に
推
定
し
た
春
秋
呉
国
城
址
と
し
て
の
規
模
で
あ
る
。
Ｄ
⑪
武
城
面
積
四
〇
〇
〇
〇
〇
㎡
　
⑦
平
陵
城
五
〇
〇
ｍ×
五
〇
〇
ｍ
（
残
長
二
五
〇
ｍ
）
　
　
Ｅ
　
②
南
城
周
長
六
〇
〇
ｍ
　
⑥
留
城
周
長
五
〇
〇
ｍ
　
⑤
胥
城
八
〇
ｍ×
六
〇
ｍ
　
※
⑬
葛
城
を
除
く
。
12
と
⑫
邗
城
で
、④
闔
閭
城
は
東
西
二
一
〇
〇
ｍ×
南
北
一
四
〇
〇
ｍ
、
⑫
邗
城
は
東
西
一
四
〇
〇
ｍ×
南
北
一
六
〇
〇
ｍ
で
あ
る
。
④
闔
閭
城
の
規
模
は
、
楚
の
別
都
と
考
え
ら
れ
て
い
る
鄢
城
の
東
壁
二
〇
〇
〇
ｍ
・
西
壁
一
八
四
〇
ｍ
・
南
壁
一
五
〇
〇
ｍ
・
北
壁
一
〇
八
〇
ｍ
と
い
う
規
模
に
比
肩
す
る）29
（
。
し
か
し
、〔
A
〕
の
城
址
と
は
顕
著
な
差
が
あ
り
、
都
城
と
考
え
る
に
は
小
さ
い
。
先
に
み
た
年
代
を
参
照
す
る
と
、〔
A
〕
は
闔
廬
Ⅱ
期
・〔
B
〕
は
闔
廬
Ⅰ
期
と
夫
差
期
で
あ
る
か
ら
、〔
A
〕が
呉
国
都
城
の
規
模
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
近
接
し
た
年
代
の
城
址
で
あ
り
な
が
ら
明
確
な
格
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
　
さ
ら
に
、〔
B
〕
と
〔
C
〕
の
間
の
差
も
顕
著
で
あ
る
。
⑧
呉
城
は
北
壁
し
か
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
実
際
の
規
模
は
わ
か
ら
な
い
が
、
仮
に
一
〇
〇
〇
ｍ
四
方
の
正
方
形
と
し
て
計
算
す
る
と
、
面
積
は
一
百
万
㎡
と
な
る
。
東
西×
南
北
距
離
に
よ
る
単
純
計
算
で
得
ら
れ
る
面
積
で
い
え
ば
、⑫
邗
城
の
面
積
は
二
百
二
十
四
万
㎡
と
な
り
、
倍
の
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
⑧
呉
城
の
南
北
の
距
離
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
も
っ
と
規
模
が
大
き
い
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
は
あ
ま
り
高
く
な
く
、
あ
る
い
は
も
っ
と
小
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
城
址
の
位
置
は
⑨
蘇
州
故
城
や
⑩
呉
大
城
に
近
接
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
場
所
に
、
一
〇
〇
〇
ｍ
四
方
を
は
る
か
に
超
え
て
、
〔
B
〕
に
並
ぶ
ほ
ど
の
規
模
の
城
址
を
建
造
し
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
　
つ
づ
い
て
、
同
じ
く
〔
C
〕
と
し
た
③
淹
城
は
八
五
〇
ｍ×
七
五
〇
ｍ
で
、
楕
円
形
を
呈
す
る
城
址
の
周
長
は
二
五
八
〇
ｍ
、
護
城
河
を
含
む
面
積
は
六
十
五
万
㎡
で
あ
る
。
①
固
城
に
つ
い
て
は
、
前
掲
表
の
備
考
に
記
し
た
よ
う
に
、
一
〇
〇
〇
ｍ
？×
六
〇
〇
ｍ
と
す
る
。
濮
陽
康
京
氏
に
よ
れ
ば
、
外
城
の
規
模
は
一
四
五
〇
ｍ×
六
〇
〇
ｍ
で
あ
る
が
、
春
秋
時
代
の
遺
物
は
全
て
子
城
（
一
覧
表
の
「
内
城
」）
の
西
側
か
ら
の
み
発
見
さ
れ
て
お
り
、
東
側
の
外
城
壁
は
漢
代
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う）30
（
。
そ
こ
で
、
城
址
全
体
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
て
い
る
子
城
の
東
壁
か
ら
外
城
東
壁
ま
で
の
間
を
除
外
し
た
範
囲
を
春
秋
呉
国
城
址
と
み
な
す
と
、
子
城
及
び
そ
の
西
側
の
外
城
部
分
は
全
体
の
約
三
分
の
二
ほ
ど
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
東
西
距
離
を
約
一
〇
〇
〇
ｍ
と
仮
定
し
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
計
算
す
る
と
、
春
秋
時
代
の
①
固
城
の
面
積
は
六
十
万
㎡
と
な
り
、
③
淹
城
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
も
つ
城
址
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
よ
り
や
や
小
さ
め
な
城
址
と
し
て
、〔
D
〕
⑪
武
城
と
⑦
平
陵
城
が
あ
る
。
⑪
武
城
の
面
積
は
四
十
万
㎡
で
、
東
西
・
南
北
の
距
離
や
城
壁
の
辺
長
は
わ
か
ら
な
い
。
⑦
平
陵
城
は
五
〇
〇
ｍ
四
方
で
、
面
積
は
二
十
五
万
㎡
に
な
る
。
　
最
後
に
、
最
も
小
規
模
な
一
群
と
し
て
、〔
E
〕
②
南
城
・
⑥
留
城
・
⑤
胥
城
が
あ
る
。
②
南
城
・
⑥
留
城
の
周
長
は
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
〇
ｍ
・
五
〇
〇
ｍ
で
あ
り
、
距
離
な
い
し
城
壁
の
辺
長
は
一
〇
〇
ｍ
〜
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二
〇
〇
ｍ
く
ら
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
⑤
胥
城
に
至
っ
て
は
八
〇
ｍ×
六
〇
ｍ
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
城
址
に
、
そ
の
外
側
を
囲
繞
す
る
外
城
が
な
か
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
前
述
し
た
通
り
、
⑥
留
城
・
⑤
胥
城
は
〔
C
〕
③
淹
城
と
、
⑤
胥
城
は
〔
B
〕
④
闔
閭
城
と
も
関
連
性
を
有
す
る
城
址
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
比
較
的
規
模
の
大
き
め
な
城
址
に
従
属
し
た
小
城
・
要
塞
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
②
南
城
も
〔
C
〕
①
固
城
に
従
属
す
る
関
係
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、〔
E
〕
の
城
壁
は
そ
の
ま
ま
外
城
城
壁
と
み
な
し
て
も
、
不
自
然
な
規
模
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
以
上
〔
A
〕〜〔
E
〕
の
城
址
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
都
城
で
あ
る
、
な
い
し
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
城
址
は
六
件
あ
る
。
そ
れ
を
上
記
の
分
類
に
従
っ
て
記
せ
ば
、〔
A
〕
⑩
呉
大
城
・
⑨
蘇
州
故
城
、〔
B
〕
④
闔
閭
城
・
⑫
邗
城
、〔
C
〕
③
淹
城
・
①
固
城
と
な
る
が
、
こ
こ
に
は
、
呉
都
探
索
の
う
え
で
大
き
な
問
題
が
存
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。〔
A
〕
は
列
国
都
城
ク
ラ
ス
の
規
模
を
も
つ
城
址
で
あ
っ
た
が
、〔
B
〕
の
東
西
・
南
北
の
各
距
離
は
そ
れ
よ
り
一
〇
〇
〇
ｍ
以
上
短
く
、〔
C
〕
の
面
積
は
〔
B
〕
の
半
分
以
下
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、〔
A
〕・〔
B
〕・〔
C
〕
の
規
模
が
明
確
に
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
城
址
の
規
模
に
つ
い
て
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
〔
A
〕
に
つ
い
て
は
、
⑩
呉
大
城
・
⑨
蘇
州
故
城
の
ど
ち
ら
が
蘇
州
闔
閭
城
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
都
城
に
相
応
し
い
規
模
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、〔
B
〕
の
規
模
は
〔
A
〕
と
顕
著
な
差
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
築
城
年
代
は
、
闔
廬
Ⅰ
期
と
夫
差
期
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
格
差
の
要
因
は
年
代
に
係
る
も
の
と
は
考
え
難
い
。
④
闔
閭
城
に
関
し
て
は
、
そ
の
始
建
年
代
を
古
め
に
み
つ
も
っ
て
春
秋
中
期
頃
ま
で
遡
ら
せ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
呉
都
の
可
能
性
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
城
址
を
呉
都
と
断
じ
得
る
だ
け
の
積
極
的
根
拠
は
な
い
。
こ
の
点
、〔
C
〕①
固
城
の
年
代
は
春
秋
中
晩
期
と
や
や
古
く
、
そ
の
頃
の
都
城
の
規
模
は
、
最
盛
期
の
闔
廬
・
夫
差
時
代
の
都
城
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
年
代
に
よ
る
規
模
の
格
差
と
い
う
説
明
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
な
い
。
③
淹
城
も
、
呉
国
城
址
と
し
て
の
確
実
な
年
代
は
闔
廬
Ⅰ
期
で
あ
る
と
は
い
え
、
始
建
年
代
は
西
周
期
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
呉
国
の
城
址
と
な
っ
た
年
代
も
闔
廬
Ⅰ
期
よ
り
早
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
①
固
城
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
③
淹
城
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
呉
都
説
の
ほ
か
、
奄
族
の
都
城
・
季
札
の
邑
・
越
の
虜
囚
の
居
所
・
軍
事
施
設
な
ど
、
実
に
様
々
な
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る）31
（
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
城
址
は
極
め
て
特
殊
な
形
状
を
も
ち
、
そ
の
う
え
宮
殿
遺
址
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
呉
都
で
あ
っ
た
と
考
え
る
よ
り
、こ
れ
ら
の
説
を
検
討
し
た
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
14
①
固
城
に
つ
い
て
も
、『
左
伝
』の
記
す
春
秋
時
期
の
状
況
か
ら
み
て
、
都
城
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
の
城
址
の
あ
る
地
域
は
呉
・
楚
境
界
の
激
戦
区
で
（
六
頁
参
照
）、そ
の
う
え
『
左
伝
』
に
は
、
こ
こ
に
呉
都
が
あ
っ
た
と
み
な
せ
る
記
載
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
城
址
の
規
模
を
整
理
し
て
み
る
と
、
呉
都
で
あ
っ
た
と
推
断
し
得
る
城
址
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、〔
A
〕
に
属
す
る
⑩
呉
大
城
と
⑨
蘇
州
故
城
の
二
城
址
だ
け
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
が
該
当
す
る
と
さ
れ
る
蘇
州
闔
閭
城
の
年
代
は
闔
廬
Ⅱ
期
で
あ
り
、
最
後
の
呉
都
で
あ
る
。
い
わ
ば
誰
も
が
知
っ
て
い
る
呉
都
で
あ
る
か
ら
、
遷
都
経
路
を
明
ら
か
に
す
る
呉
都
の
発
見
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
い
え
ば
、
こ
の
結
果
は
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
上
記
の
考
察
か
ら
除
外
し
た
⑬
葛
城
の
調
査
が
進
展
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
新
た
な
候
補
と
な
る
城
址
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
俟
た
れ
る
。
二　
城
址
の
分
布
と
文
化
圏
　
こ
こ
ま
で
、
呉
国
城
址
の
所
在
地
・
年
代
・
規
模
に
つ
い
て
、
た
い
へ
ん
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
遷
都
経
路
の
解
明
に
つ
な
が
る
よ
う
な
城
址
は 
│
│ 
⑩
呉
大
城
と
⑬
葛
城
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
を
除
け
ば 
│
│
、
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
城
址
の
分
析
か
ら
呉
国
都
城
を
探
る
試
み
は
、
現
状
に
お
い
て
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
先
に
み
て
き
た
所
在
地
・
年
代
・
規
模
の
考
察
内
容
は
、
全
く
の
無
駄
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
既
発
見
城
址
を
呉
都
に
比
定
す
る
い
く
つ
か
の
説
が
成
り
立
ち
難
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
城
址
全
体
に
一
定
の
傾
向
性
が
看
取
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
傾
向
性
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
ふ
み
こ
ん
で
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
　
ま
ず
、
所
在
地
に
つ
い
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
呉
国
城
址
の
分
布
に
は
一
定
の
偏
り
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
年
代
ご
と
に
も
築
城
地
域
に
偏
り
が
あ
り
、
年
代
と
分
布
の
間
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
地
域
を
区
分
し
、
城
址
の
規
模
も
加
え
て
ま
と
め
る
と
、左
の
表（【
城
址
の
偏
在
性
】）の
よ
う
に
な
る
。
　
城
址
の
分
布
地
域
は
、
太
湖
を
中
心
と
し
て
、
ⅰ
北
部
（
〜
寧
鎮
地
域
）・
ⅱ
西
部
・
ⅲ
東
部
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
築
城
年
代
は
、
【
城
址
の
偏
在
性
】
№
地
域
区
分
行
政
区
分
築
城
年
代
規
模
ⅰ
寧
鎮
地
域
〜
太
湖
北
部
丹
陽
市
常
州
市
武
進
区
〜
無
錫
市
濱
湖
区
西
周
中
期
闔
廬
Ⅰ
期
　
Ｂ
Ｃ　
Ｅ
ⅱ
太
湖
西
部
南
京
市
高
淳
県
〜
溧
陽
市
春
秋
中
晩
期
　
　
Ｃ
Ｄ
Ｅ
ⅲ
太
湖
東
部
蘇
州
市
〜
昆
山
市
闔
廬
Ⅱ
期
Ａ　
Ｃ
Ｄ
※
夫
差
期
の
⑧
呉
城
・
⑫
邗
城
を
除
く
。
※
丹
陽
市
の
⑬
葛
城
に
つ
い
て
は
、
外
城
規
模
不
明
。
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ⅰ
で
は
二
期
に
分
か
れ
る
が
、
ⅱ
・
ⅲ
は
そ
れ
ぞ
れ
一
期
に
当
て
は
ま
る
。
ひ
と
つ
の
年
代
中
に
複
数
の
地
域
で
築
城
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
年
代
に
お
い
て
一
地
域
と
い
う
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
分
布
と
年
代
の
偏
り
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
先
に
、
呉
・
越
の
境
域
と
文
化
圏
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
が）32
（
、
そ
の
際
に
論
じ
た
墓
葬
の
分
布
状
況
は
、
城
址
の
偏
在
性
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
呉
越
地
域
独
特
の
墓
葬
で
あ
る
土
墩
墓
と
石
室
土
墩
墓
の
分
布
を
上
記
区
分
に
あ
て
は
め
る
と
、
ⅰ　
土
墩
墓
（
呉
王
墓
・
貴
族
墓
を
含
む
）
ⅱ　
土
墩
墓
ⅲ　
石
室
土
墩
墓
と
な
る）33
（
。
ま
た
、
青
銅
器
の
出
土
状
況
は
、
ⅰ　
西
周
系
・
春
秋
系
両
方
の
青
銅
器
ⅱ　
春
秋
系
青
銅
器
ⅲ　
西
周
系
青
銅
器
と
分
か
れ
る）34
（
。
墓
葬
・
青
銅
器
の
地
域
区
分
は
、
城
址
の
偏
在
性
か
ら
求
め
ら
れ
る
地
域
区
分
と
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
範
囲
で
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
次
の
よ
う
に
性
格
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
ⅰ
は
、
呉
王
墓
・
貴
族
墓
と
み
ら
れ
る
大
型
の
土
墩
墓
を
擁
し
、
西
周
系
・
春
秋
系
両
方
の
青
銅
器
を
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
早
年
代
の
⑬
葛
城
が
呉
都
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
闔
廬
の
蘇
州
遷
都
以
前
と
推
定
し
得
る
城
址
群
が
集
中
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
列
国
都
城
ク
ラ
ス
の
規
模
〔
A
〕
の
城
址
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
次
ぐ
〔
B
〕
の
城
址
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
、
│
│ 
⑫
邗
城
が
揚
州
市
に
あ
る
こ
と
を
除
け
ば 
│
│ 
当
地
域
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ⅰ
は
呉
国
支
配
者
層
に
関
わ
る
文
化
堆
積
が
最
も
厚
く
、
西
周
・
春
秋
両
時
代
に
お
い
て
継
続
的
に
呉
国
の
中
心
地
域
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
ⅱ
の
年
代
は
春
秋
中
晩
期
で
、
ⅰ
の
西
周
中
期
と
闔
廬
Ⅰ
期
の
間
の
期
間
に
当
た
る
。
前
述
の
通
り
、
こ
の
地
域
最
大
の
城
址
で
あ
る
①
固
城
を
、
諸
樊
か
ら
餘
眛
に
か
け
て
の
呉
都
と
み
な
す
説
も
あ
る
が
、
①
固
城
の
規
模
は
〔
C
〕
で
あ
る
。
ま
た
、
ⅰ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
王
墓
・
貴
族
墓
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
ⅱ
を
呉
の
中
心
地
域
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
出
土
青
銅
器
は
春
秋
系
青
銅
器
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
春
秋
中
晩
期
に
お
い
て
呉
・
楚
の
係
争
地
で
あ
っ
た
た
め
、
先
進
的
な
楚
か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
そ
う
し
た
事
情
が
青
銅
器
の
様
式
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る）35
（
。
　
ⅲ
の
石
室
土
墩
墓
は
越
文
化
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
は
元
来
、
呉
の
境
域
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
越
16
族
居
住
区
で
は
あ
る
も
の
の
、
越
国
の
支
配
が
確
立
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
帰
属
が
曖
昧
な
地
域
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
闔
廬
の
蘇
州
遷
都
以
後
、
呉
の
支
配
権
が
確
立
し
、〔
A
〕
に
属
す
る
大
規
模
都
城
が
築
城
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）36
（
。
つ
ま
り
ⅲ
は
、
呉
の
最
終
段
階
に
お
け
る
中
心
地
域
で
、比
較
的
後
進
的
な
青
銅
器
の
出
土
も
、
そ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（【
地
図
2
】
参
照
）。
　
以
上
の
よ
う
に
、
呉
国
城
址
の
分
布
は
年
代
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
偏
り
に
基
づ
い
て
区
分
さ
れ
た
各
地
域
は
、
墓
葬
や
青
銅
器
に
み
ら
れ
る
呉
文
化
の
地
域
区
分
と
も
、
お
お
よ
そ
で
は
あ
る
が
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
述
の
如
く
、
呉
国
支
配
者
層
に
関
わ
る
文
化
堆
積
の
厚
さ
と
そ
の
内
容
は
、
ⅰ
と
ⅱ
・
ⅲ
の
間
で
明
ら
か
に
異
な
る
の
で
あ
り
、
闔
廬
の
蘇
州
遷
都
に
至
る
ま
で
、
呉
の
中
心
地
は
一
貫
し
て
ⅰ
の
寧
鎮
〜
太
湖
北
部
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
世
家
正
義
や
『
世
本
』
居
篇
に
は
数
次
に
わ
た
る
遷
都
が
記
さ
れ
て
い
る
が）37
（
、
今
、
仮
に
こ
れ
を
信
じ
た
と
し
て
、
最
後
の
蘇
州
へ
の
遷
都
以
外
は
、
ⅰ
地
域
内
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
結
語
　
本
稿
で
は
、
遷
都
問
題
と
い
う
視
点
か
ら
、
呉
国
城
址
の
所
在
地
・
【
地
図
2
】
太
　湖
長
江
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年
代
・
規
模
に
つ
い
て
整
理
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
城
址
の
規
模
に
対
す
る
検
討
が
不
十
分
な
ま
ま
に
都
城
を
比
定
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
城
址
の
規
模
に
は
顕
著
な
差
が
認
め
ら
れ
、〔
A
〕〜〔
E
〕
の
五
つ
の
規
模
に
分
類
で
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
呉
都
と
推
定
さ
れ
て
き
た
城
址
は
、
そ
の
う
ち
〔
A
〕〜〔
C
〕
の
三
段
階
に
分
散
し
て
い
る
。
列
国
の
都
城
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、〔
A
〕
以
外
の
城
址
は
相
当
に
小
さ
く
、
確
固
と
し
た
証
拠
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
都
城
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
現
状
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
証
拠
を
有
す
る
城
址
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
も
う
ひ
と
つ
、
従
来
の
研
究
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
文
献
史
料
の
編
纂
年
代
や
内
容
の
信
憑
性
に
関
す
る
検
討
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
は
る
か
後
代
の
編
纂
で
あ
る
地
方
志
に
記
載
さ
れ
た
、
出
所
の
不
確
か
な
伝
説
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
、
城
址
の
年
代
比
定
や
性
格
付
け
の
根
拠
と
し
て
い
る
点
は
、大
き
な
問
題
で
あ
る
。
序
に
述
べ
た
よ
う
に
資
料
は
少
な
く
、
地
方
志
に
残
る
伝
説
も
貴
重
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
第
一
に
、
後
代
に
お
け
る
伝
説
形
成
の
事
情
や
、
そ
の
背
景
に
あ
る
地
域
社
会
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
の
材
料
と
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
古
代
歴
史
地
理
研
究
に
お
い
て
は
最
重
要
の
根
拠
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
『
左
伝
』
の
記
載
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
可
能
な
限
り
春
秋
当
時
の
状
況
に
沿
っ
た
答
え
を
導
き
出
そ
う
と
試
み
た
。
仮
に
地
方
志
の
記
載
内
容
に
従
う
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
一
旦
は
古
代
文
献
と
の
対
照
を
経
て
、
そ
の
信
憑
性
を
問
う
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
　
以
上
の
如
く
、
研
究
方
法
の
問
題
点
を
解
消
し
た
う
え
で
、
最
後
に
、
遷
都
の
始
点
で
あ
る
最
初
期
の
呉
都
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
と
い
う
当
初
の
課
題
に
も
ど
っ
て
み
よ
う
。
本
稿
の
考
察
で
は
、
城
址
の
分
布
と
年
代
に
は
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
が
、
そ
の
偏
在
性
に
基
づ
く
地
域
区
分
は
、
墓
葬
や
青
銅
器
な
ど
の
地
域
区
分
と
お
お
よ
そ
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ⅰ
寧
鎮
地
域
〜
太
湖
北
部
・
ⅱ
太
湖
西
部
・
ⅲ
太
湖
東
部
の
三
地
域
の
う
ち
、
ⅰ
地
域
に
は
西
周
中
期
と
闔
廬
Ⅰ
期
の
城
址
が
存
在
し
て
い
る
が
、
王
墓
・
貴
族
墓
が
み
つ
か
っ
て
い
る
の
も
こ
の
地
域
で
あ
る
う
え
、
西
周
系
・
春
秋
系
両
方
の
青
銅
器
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
う
し
た
城
址
の
分
布
と
年
代
、
文
化
堆
積
の
厚
さ
か
ら
す
れ
ば
、
闔
廬
に
よ
る
蘇
州
遷
都
以
前
の
呉
国
の
中
心
地
は
、
一
貫
し
て
ⅰ
地
域
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
蘇
州
遷
都
以
前
の
呉
都
が
経
験
し
た
数
次
の
遷
都
は
、
全
て
こ
の
地
域
内
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
注
（
1
）　
拙
稿
「
呉
国
歴
史
地
理
研
究
序
説 
│
│ 
遷
都
問
題
に
関
す
る
研
18
究
史
的
考
察 
│
│
」（『
歴
史
』
第
一
一
二
輯
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）。
（
2
）　
陳
槃
『
春
秋
大
事
表
列
国
爵
制
及
存
滅
表
譔
異
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
五
十
二
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
六
九
年
）。呉
奈
夫「
先
秦
時
代
呉
国
都
城
的
盛
衰
与
変
遷
」（『
蘇
州
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
一
九
八
五
年
第
四
期
）。
（
3
）　
徐
中
舒
「
殷
周
之
際
史
迹
之
検
討
」（『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
七
本
第
二
分
冊
、
一
九
三
六
年
）。
顧
頡
剛
「
周
人
的
崛
起
及
其
克
商
」（『
文
史
雑
誌
』
一
巻
三
期
、
一
九
四
一
年
）。
同「
奄
和
蒲
姑
的
南
遷 
│
│ 
周
公
東
征
史
事
考
証
四
之
四
」（『
文
史
』
第
三
十
一
輯
、一
九
八
八
年
（
遺
著
論
文
）
。
童
書
業
「
釈
〝
攻
呉
〞
与
〝
禺
邗
〞」（『
童
書
業
歴
史
地
理
論
集
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
／
初
出
は
『
中
国
古
代
地
理
考
證
論
文
集
』
中
華
書
局
上
海
編
輯
所
、
一
九
六
二
年
）。
林
志
方
「
宜
国
滅
奄
国
都
淹
城
考
」（『
東
方
文
明
之
韻 
│
│ 
呉
文
化
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
嶺
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
（
4
）　
唐
蘭
「
宜
侯
夨
簋
考
釈
」（『
考
古
学
報
』
一
九
五
六
年
第
二
期
）。
蕭
夢
龍
「
初
論
呉
文
化
」（『
江
蘇
社
会
科
学
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
）。
同
「
淹
城
呉
都
考
」（『
東
南
文
化
』
一
九
九
六
年
第
二
期
）。
李
学
勤
「
宜
侯
夨
簋
与
呉
国
」（『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
七
期
）。
董
楚
平
『
呉
越
文
化
新
探
』（
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）。
張
敏
「
呉
王
餘
眛
墓
的
発
現
及
其
意
義
」（『
東
南
文
化
』
一
九
八
八
年
第
三
／
四
期
）。
同
「
丹
徒
考
」（『
東
方
文
明
之
韻 
│
│ 
呉
文
化
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』（
嶺
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
任
偉
「
関
于
〝
太
伯
奔
呉
〞
及
相
関
問
題
」（『
西
周
封
国
考
疑
』
東
方
歴
史
学
術
文
庫
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
（
5
）　
王
暉
「
西
周
春
秋
呉
都
遷
徙
考
」（『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
第
五
期
）。
（
6
）　
孟
潁
・
張
敏
『
長
江
下
游
的
徐
舒
与
呉
越
』（
長
江
文
化
研
究
文
庫
、
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
7
）　
国
家
文
物
局
主
編
、
中
国
地
図
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。
（
8
）　
南
京
博
物
院
・
鎮
江
博
物
館
・
丹
陽
市
文
化
局
「
江
蘇
丹
陽
葛
城
遺
址
考
古
勘
探
与
発
掘
簡
報
」（『
東
南
文
化
』二
〇
一
〇
年
第
五
期
）。
（
9
）　
『
江
蘇
分
冊
』
は
、『
左
伝
』
哀
公
九
（
前
四
八
六
）
年
の
「
秋
、
呉
城
邗
、
溝
通
江
淮
。」
を
引
い
て
、
広
陵
城
を
夫
差
に
よ
る
築
城
と
し
、
そ
の
年
代
を
春
秋
〜
唐
と
し
て
い
る
。
本
文
中
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
広
陵
城
の
最
下
層
の
文
化
堆
積
は
春
秋
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
化
堆
積
の
年
代
と
城
壁
の
始
建
年
代
と
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。『
江
蘇
考
古
五
十
年
』（
南
京
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
前
四
七
三
年
に
越
が
呉
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
⑫
邗
城
は
越
に
属
し
、
そ
の
後
、
楚
の
威
王
が
越
王
無
彊
を
伐
っ
て
こ
れ
を
版
図
に
加
え
、
前
三
一
九
年
に
至
り
、
邗
城
の
基
礎
上
に
増
築
し
て
広
陵
城
と
名
付
け
た
の
だ
と
い
う
。
す
る
と
、
広
陵
城
は
戦
国
楚
以
降
の
城
址
で
、
呉
国
の
城
址
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
従
い
、
⑫
邗
城
は
呉
か
ら
越
に
か
け
て
の
城
址
、
広
陵
城
は
戦
国
楚
以
降
の
城
址
と
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
（
10
）　
『
江
蘇
分
冊
』
の
見
解
は
、
以
下
の
諸
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
銭
公
麟
「
春
秋
時
代
呉
大
城
位
置
新
考
」（『
東
南
文
化
』
一
九
八
九
年
第
四
／
五
期
）。
同
「
論
蘇
州
城
最
早
建
于
漢
代
」（『
東
南
文
化
』
一
九
九
〇
年
第
四
期
）。
銭
公
麟
・
陳
軍
「
呉
大
城
与
列
19 呉国城址小考（江村）
国
都
城
之
比
較
」（『
東
南
文
化
』
一
九
九
一
年
第
六
期
）。
陸
雪
梅
・
銭
公
麟
「
春
秋
時
代
呉
大
城
位
置
再
考 
│
│ 
霊
岩
古
城
与
蘇
州
城
」
（『
東
南
文
化
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）。
（
11
）　
注
（
8
）
前
掲
発
掘
簡
報
。
（
12
）　
張
敏
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
注
（
4
）
前
掲
「
呉
王
餘
眛
墓
的
発
現
及
其
意
義
」、
及
び
注
（
6
）
前
掲
書
参
照
。
遷
都
経
路
に
つ
い
て
は
、
江
村
治
樹
「
二
〇
〇
七
年
、
長
江
下
游
呉
越
文
化
調
査
旅
行
日
誌
│
南
京
・
鎮
江
・
揚
州
・
常
州
・
無
錫
・
蘇
州
・
上
海
│
」（『
ア
ジ
ア
流
域
文
化
論
研
究
』
Ⅳ
、
東
北
学
院
大
学
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
ア
ジ
ア
流
域
文
化
論
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
〇
八
年
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
（
13
）　
呉
世
家
正
義
に
は
、「
呉
、
國
號
也
。
太
伯
居
梅
里
、
在
常
州
無
錫
縣
東
南
六
十
里
。
至
十
九
世
孫
壽
夢
居
之
、
號
句
呉
。
壽
夢
卒
、
諸
樊
南
徙
呉
。
至
二
十
一
代
孫
光
、
使
子
胥
築
闔
閭
城
都
之
、
今
蘇
州
也
。」
と
あ
り
、『
世
本
』
居
篇
に
は
、「
呉
孰
哉
居
藩
籬
、
孰
姑
徙
句
呉
、
諸
樊
徙
呉
。（
注
）
宋
忠
曰
、
孰
哉
、
仲
雍
字
。
藩
籬
、
今
呉
之
餘
曁
也
。
孰
姑
、
壽
夢
也
。
句
呉
、
太
伯
始
所
居
地
名
。」
と
あ
る
。
（
14
）　
注
（
1
）
前
掲
拙
稿
参
照
。
本
文
中
の
『
左
伝
』・『
滕
公
廟
記
』
は
、
注
（
4
）
前
掲
論
文
の
引
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
注
（
6
）
前
掲
書
に
お
い
て
は
よ
り
詳
し
く
引
用
・
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
間
に
は
、
史
料
解
釈
に
お
い
て
い
く
ぶ
ん
か
差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
注
（
1
）
拙
稿
に
お
け
る
張
氏
へ
の
批
判
は
、
注
（
4
）
論
文
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
注
（
6
）
著
書
を
対
象
と
し
た
場
合
に
は
不
適
切
な
批
判
と
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
固
城
呉
都
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
大
筋
に
お
い
て
は
前
稿
を
覆
す
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
（
15
）　
注
（
6
）
前
掲
書
。
（
16
）　
『
左
伝
』
昭
公
四
年
に
は
、「
秋
七
月
、
楚
子
以
諸
侯
伐
呉
、
宋
大
子
・
鄭
伯
先
歸
、
宋
華
費
遂
、
鄭
大
夫
從
。
使
屈
申
圍
朱
方
、
八
月
甲
申
、
克
之
、
執
齊
慶
封
而
盡
滅
其
族
。
…
…
遂
以
諸
侯
滅
頼
。
頼
子
面
縛
銜
璧
、
士
袒
、
輿
櫬
從
之
、
造
於
中
軍
。
…
…
遷
頼
於
鄢
。」
と
あ
り
、「
頼
」
は
呉
の
邑
で
は
な
く
国
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
頼
」
を
「
瀬
」
の
誤
り
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
17
）　
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
に
拠
る
。
（
18
）　
濮
陽
康
京
「
江
蘇
高
淳
固
城
遺
址
的
現
状
与
時
代
初
探
」（『
東
南
文
化
』
二
〇
〇
一
年
第
七
期
）
に
よ
れ
ば
、
春
秋
時
代
の
固
城
は
湖
と
河
川
の
交
接
す
る
角
に
あ
り
、
西
方
の
楚
を
防
ぐ
水
路
の
咽
喉
地
で
、
軍
事
・
交
通
運
輸
の
面
で
極
め
て
有
利
で
あ
っ
た
が
、
地
勢
が
低
く
て
水
害
に
遇
い
や
す
い
と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
と
い
う
。
（
19
）　
趙
玉
泉
「
武
進
県
淹
城
遺
址
出
土
春
秋
文
物
」（『
東
南
文
化
』
一
九
八
九
年
第
四
／
五
期
）、
及
び
注
（
4
）
前
掲
の
蕭
夢
龍
「
淹
城
呉
都
考
」
で
は
、
出
土
青
銅
器
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
③
淹
城
の
年
代
を
春
秋
晩
期
と
み
な
し
、
近
接
す
る
⑤
胥
城
・
⑥
留
城
も
こ
れ
と
同
年
代
の
城
址
で
あ
る
と
す
る
。
林
志
方
「
淹
城
遺
址
探
源
」（『
東
方
文
明
之
韻 
│
│ 
呉
文
化
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』（
嶺
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
及
び
同
氏
の
注
（
3
）
前
掲
論
文
で
は
、
始
建
を
西
周
早
期
と
し
、
春
秋
晩
期
（
紀
元
前
五
三
八
年
前
後
）
に
最
後
の
大
規
模
修
築
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。
（
20
）　
注
（
3
）
前
掲
の
顧
頡
剛
「
奄
和
蒲
姑
的
南
遷 
│
│ 
周
公
東
征
20
史
事
考
証
四
之
四
」、
及
び
注
（
19
）
前
掲
林
志
方
論
文
等
に
お
い
て
は
、
周
公
旦
の
東
征
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
奄
の
余
裔
が
南
下
し
て
逃
れ
、
淹
城
を
築
い
て
こ
こ
に
居
住
し
た
と
考
え
て
い
る
。『
越
絶
書
』
外
伝
記
呉
地
伝
に
は
、「
畯批
陵
県
南
城
、
故
古
奄
君
地
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
呉
国
城
址
と
し
て
で
あ
っ
て
も
、
都
城
説
の
ほ
か
に
、
季
札
の
邑
・
軍
事
施
設
・
祭
祀
施
設
と
す
る
説
な
ど
、
そ
の
築
城
目
的
に
つ
い
て
は
様
々
な
説
が
あ
り
、築
城
者
も
未
確
定
で
あ
る
。
（
21
）　
彭
適
凡
・
李
本
明
「
三
城
三
河
相
套
而
成
的
古
城
典
型 
│
│ 
江
蘇
武
進
春
秋
淹
城
个
案
探
析
」（『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
二
期
）
参
照
。
（
22
）　
葉
文
憲
『
呉
国
歴
史
与
呉
文
化
探
秘
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇 
七
年
）
参
照
。
（
23
）　
『
呉
地
記
』
が
書
か
れ
た
唐
代
の
「
四
十
二
里
三
十
歩
」
は
、
今
の
約
二
三
五
五
八
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
周
長
は
、
一
覧
表
⑨
蘇
州
故
城
の
外
城
規
模
か
ら
推
測
さ
れ
る
周
長
と
比
べ
て
も
は
る
か
に
大
き
い
。
し
か
し
、『
越
絶
書
』
外
伝
記
呉
地
伝
に
、「
閶
門
外
郭
中
冢
者
、
闔
廬
冰
室
也
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
越
絶
書
』
が
書
か
れ
た
後
漢
時
代
に
は
、
閶
門
の
外
側
に
「
郭
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
呉
地
記
』
の
記
す
「
大
城
」
が
こ
の
外
郭
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
四
十
二
里
三
十
歩
」
と
い
う
周
長
と
合
致
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、④
闔
閭
城
の
外
城
規
模
は
⑨
蘇
州
故
城
の
半
分
に
も
及
ば
ず
、
外
郭
の
存
在
も
推
定
し
得
な
い
。
（
24
）　
張
敏
「
闔
閭
城
遺
址
的
考
古
調
査
与
初
歩
認
識
」（
南
京
博
物
院
：
http://w
w
w
.njm
useum
.com
/htm
l/N
ew
s_content@
N
ew
sID
@
 
1425b425
-177b
-478e
-bd3a
-74b111991512.htm
l
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
二
十
六
日
）。
（
25
）　
「
蘇
州
古
代
史
（
一
）
│
│ 
城
郭
構
造 
│
│
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集　
歴
史
学
・
地
理
学
』
第
二
十
五
号
、
一
九
九
三
年
二
月
）。
（
26
）　
越
城
は
、蘇
州
市
虎
丘
区
横
塘
街
道
石
湖
北
越
来
渓
東
に
位
置
し
、
東
西
四
〇
〇
ｍ×
南
北
四
五
〇
ｍ
・
面
積
十
八
万
㎡
ほ
ど
の
規
模
の
城
址
で
あ
る
。『
江
蘇
分
冊
』
は
、
越
王
句
踐
が
三
年
と
い
う
長
期
に
渡
っ
て
呉
を
包
囲
し
、
呉
を
滅
ぼ
し
た
戦
争
中
に
築
か
れ
た
屯
兵
の
城
邑
に
関
係
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
呉
国
の
一
つ
の
集
落
で
、
呉
越
戦
争
に
起
因
し
て
、
四
周
に
城
壁
を
築
い
た
の
で
あ
り
、
呉
都
以
南
の
軍
事
防
御
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
と
す
る
説
も
あ
る
と
い
う
。
（
27
）　
佐
原
康
夫
「
春
秋
戦
国
時
代
の
城
郭
に
つ
い
て
」（『
古
史
春
秋
』
第
三
号
、
一
九
八
六
年
八
月
）
で
は
、
城
郭
の
規
模
が
城
壁
の
最
長
辺
の
二
乗
を
超
え
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
、
各
城
址
の
最
長
の
城
壁
を
指
標
と
し
て
規
模
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
城
址
の
比
較
検
討
を
行
う
際
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
呉
国
城
址
の
場
合
に
は
、
城
壁
の
最
長
辺
が
わ
か
ら
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
現
存
城
壁
の
東
西×
南
北
の
距
離
を
基
本
と
し
、
そ
の
他
デ
ー
タ
も
参
考
と
し
て
比
較
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
28
）　
注
（
27
）
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
春
秋
列
国
の
都
城
は
、
城
壁
の
最
長
辺
が
二
五
〇
〇
ｍ
以
上
に
達
す
る
。
（
29
）　
鄢
城
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
楚
皇
城
考
古
発
掘
隊
「
湖
北
宜
城
楚
皇
城
勘
査
簡
報
」（『
考
古
』
一
九
八
〇
年
第
二
期
）
参
照
。
（
30
）　
注
（
18
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
31
）　
林
志
方
『
淹
城
探
謎
』（
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
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（
32
）　
拙
稿
「
呉
越
戦
争
と
越
文
化
圏
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
〇
六
号
、
二
〇
一
一
年
十
月
）。
（
33
）　
楊
楠
『
江
南
土
墩
遺
存
研
究
』（
民
族
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
葉
文
憲
「
呉
人
土
墩
墓
与
越
人
石
室
土
墩
墓
」（『
東
方
文
明
之
韻  
│
│ 
呉
文
化
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』（
嶺
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
及
び
注
（
32
）
前
掲
拙
稿
等
を
参
照
。
（
34
）　
岡
村
秀
典
「
呉
越
以
前
の
青
銅
器
」（『
古
史
春
秋
』
第
三
号
、
一
九
八
六
年
八
月
）
参
照
。
（
35
）　
注
（
34
）
岡
村
論
文
参
照
。
（
36
）　
注
（
33
）
前
掲
葉
文
憲
論
文
、
及
び
注
（
32
）
前
掲
拙
稿
参
照
。
た
だ
し
、
蘇
州
市
滸
墅
関
鎮
で
発
見
さ
れ
た
真
山
大
墓
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
呉
王
寿
夢
墓
で
あ
る
と
す
る
説
と
越
国
貴
族
墓
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
も
し
こ
の
墓
が
寿
夢
墓
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
闔
廬
遷
都
以
前
に
あ
っ
て
ⅲ
地
域
の
境
域
化
が
進
行
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
遷
都
経
路
の
考
察
に
お
い
て
も
重
大
な
問
題
と
な
る
。
（
37
）　
注
（
13
）
参
照
。
